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現 計 画

西長江川を活用及び日本海へ洪水
を流す代替案

宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川
掘削・一部拡幅

大橋川
約9００

約1,800
（ピーク時）

佐陀川 約１００
（ピーク時）

代替案における流量配分について

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

ピーク時

－１－

大橋川は掘削・一部拡幅



宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川現況

大橋川
約9００

佐陀川を活用し洪水を流す代替案

約1,900
（ピーク時）

宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川現況

大橋川
約1,000

約１,050
常時排水

日本海へ洪水を流す代替案
トンネル＋ポンプ併用

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

佐陀川 約１００
（ピーク時）

ピーク時

ピーク時

－２－

大橋川
掘削・一部拡幅

大橋川
掘削・一部拡幅

大橋川は掘削・一部拡幅

大橋川は掘削・一部拡幅



大橋川改修の代わりに西長江川を活用すればどうか。（開削案）
大橋川を改修する代わりに西長江川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）

L=4,000ｍ
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大橋川改修の代わりに佐陀川を改修すればどうか。
大橋川を改修する代わりに佐陀川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）

大橋川改修の代わりに佐陀川を改修すればどうか。（佐陀川改修＋トンネル併用案）
大橋川を改修する代わりに佐陀川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）

　　●佐陀川拡幅＋トンネル併用案

佐陀川

宍道湖 大橋川

恵曇市街地

佐陀川改修

日本海

現計画の約１２倍（約４９０ｍの川幅）

佐陀川拡幅案　横断

佐陀川

宍道湖 大橋川

佐陀川改修（トンネル併用）

日本海
約3.1km

約4.4km

直径約９ｍ、トンネル本数：４０本

現計画の約１２倍（約４９０ｍの川幅）

W=約４９0m

Ｈ＝約4.5ｍ

現況標準横断

－４－

約８．５km

ＮＯ.４－１

ＮＯ.５－１



大橋川改修の代わりに宍道湖から日本海へ直接トンネルを掘ったらどうか。
大橋川を改修する代わりに日本海へ洪水を流し宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）

大橋川改修の代わりに宍道湖から日本海へ直接トンネルを掘ってポンプを
併用してはどうか。

大橋川を改修する代わりに日本海へ洪水を流し宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）
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（調圧水槽）（吐出水槽）（排水樋管）

（吐出管）  

（立坑） 

排水部  機場部  吐出部 L=約 3,600m 

L=約 100m 

B=約 30m 

トンネル本体管径  D=14.0m 

D 
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トンネル本体管径　Ｄ＝17.0m

直径約9.0m、トンネル本数：４０本

約1,000ｍ幅

直径約１７.0m、トンネル本数：４本
流出部 流入部

ポンプ容量：1,050m3/s
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トンネル延長約3.6km

トンネル延長約3.6km

ＮＯ.６－１

ＮＯ.７－１



大橋川改修の代わりに西長江川を活用すればどうか。（開削＋トンネル併用案）
大橋川を改修する代わりに西長江川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は掘削・一部拡幅）
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現 計 画

西長江川を活用及び日本海へ洪水
を流す代替案

宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川現況

大橋川
約７００

約2,000
（ピーク時）

佐陀川 約１００
（ピーク時）

代替案における流量配分について

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

ピーク時

－７－

大橋川は現況



宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川現況

大橋川
約７００

佐陀川を活用し洪水を流す代替案

約2,１00
（ピーク時）

宍道湖水位
　１．７ｍ

大橋川現況

大橋川
約７００

約１,１00
常時排水

日本海へ洪水を流す代替案
トンネル＋ポンプ併用

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

代替案：宍道湖の水位を1.7ｍにおさえる

佐陀川 約１００
（ピーク時）

ピーク時

ピーク時

－８－

大橋川は現況

大橋川は現況



大橋川改修の代わりに西長江川を活用すればどうか。（開削案）
大橋川を改修する代わりに西長江川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）
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大橋川改修の代わりに佐陀川を改修すればどうか。
大橋川を改修する代わりに佐陀川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）

大橋川改修の代わりに佐陀川を改修すればどうか。（佐陀川改修＋トンネル併用案）
大橋川を改修する代わりに佐陀川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）

　　●佐陀川拡幅＋トンネル併用案

佐陀川

宍道湖 大橋川

恵曇市街地

佐陀川改修

日本海

現計画の約１４倍（約５４０ｍの川幅）

佐陀川拡幅案　横断

佐陀川

宍道湖 大橋川

佐陀川改修（トンネル併用）

日本海
約3.1km

約4.4km

直径約９ｍ、トンネル本数：４５本

現計画の約１４倍（約５４０ｍの川幅）

W=約540m

Ｈ＝約4.5ｍ

現況標準横断

－１０－

約８．５km

ＮＯ.４－２

ＮＯ.５－２



大橋川改修の代わりに宍道湖から日本海へ直接トンネルを掘ったらどうか。
大橋川を改修する代わりに日本海へ洪水を流し宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）

大橋川改修の代わりに宍道湖から日本海へ直接トンネルを掘ってポンプを
併用してはどうか。

大橋川を改修する代わりに日本海へ洪水を流し宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）

2
r

r

2r 8
.
4
m

8.4m

L=3,800ｍ

L=3,800ｍ

 

（調圧水槽）（吐出水槽）（排水樋管）

（吐出管）  

（立坑） 

排水部  機場部  吐出部 L=約 3,600m 

L=約 100m 

B=約 30m 

トンネル本体管径  D=14.0m 
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直径約１８.0m、トンネル本数：４本
流出部 流入部

ポンプ容量：1,100m3/s
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大橋川改修の代わりに西長江川を活用すればどうか。（開削＋トンネル併用案）
大橋川を改修する代わりに西長江川を活用して宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。
（大橋川は現況）
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大橋川に堤防を造らずに掘削と拡幅をすればどうか。
 大橋川を掘削と拡幅のみで宍道湖の水位を１．７ｍにおさえる。（河床高－３．５ｍ）

現況川幅の約８倍（約１，０００ｍの川幅）必要
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　　　　新大橋下流付近　イメージ横断

－１３－

ＮＯ.Ａ


